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完成当時の航空写真。246号線と秩父宮
ラグビー場に挟まれているが、公開空地
によって一体的な開発になっている。

BCS
Building Contractors Society

Prize-Winning Works

BCS賞受賞作品探訪記
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第
二
三
回
受
賞
作
品

時
代
を
象
徴
す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
情
報
が
行
き
交
う
青
山
通
り
。

世
界
と
肩
を
並
べ
る
日
本
の
経
済
成
長
を
後
押
し
し
た
総
合
商
社
の

凛
と
し
た
姿
を
体
現
す
べ
く
、伊
藤
忠
商
事
の
東
京
本
社
ビ
ル
は
建
っ
て
い
る
。

（
一
九
八
二
年
）

文：池野谷健太郎　写真提供：インタビュー以外は三輪晃久写真研究所

　

銀
座
線
・
外
苑
前
駅
を
出
て
青
山
通

り
を
赤
坂
方
面
に
歩
く
と
、
マ
ホ
ガ
ニ

ー
・
レ
ッ
ド
の
壁
面
が
姿
を
現
す
。
こ

れ
が
「
伊
藤
忠
商
事
東
京
本
社
ビ
ル
」

で
あ
る
。
竣
工
後
三
二
年
を
経
過
し
て

い
て
も
古
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
同
ビ
ル

は
、
窓
ガ
ラ
ス
面
を
壁
面
よ
り
後
退
さ

せ
た
彫
の
深
い
落
ち
着
い
た
外
観
を
誇

り
、
絵
画
館
へ
続
く
銀
杏
並
木
を
背
景

に
ど
っ
し
り
と
し
た
重
厚
な
佇
ま
い
を

見
せ
る
。

　

好
景
気
を
経
験
し
、
国
際
社
会
へ
の

復
帰
を
着
実
に
進
め
て
い
っ
た
一
九
六
〇

年
代
後
半
か
ら
、
伊
藤
忠
商
事
株
式
会

社
は
大
阪
と
東
京
の
二
本
社
制
を
敷
い

て
い
た
。
そ
の
後
、
一
九
七
〇
年
代
に

入
る
と
、
大
阪
本
社
の
機
能
は
ほ
と
ん

ど
が
東
京
本
社
に
移
管
さ
れ
て
い
た
。

加
え
て
、
日
本
橋
に
設
け
た
東
京
本
社

は
二
〇
年
以
上
が
経
過
し
、
明
ら
か
に

手
狭
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
機
能

の
再
編
も
視
野
に
入
れ
た
新
東
京
本
社

の
建
設
計
画
が
も
ち
あ
が
っ
た
の
は
こ

の
頃
で
あ
る
。
当
時
、
日
本
の
商
社
と

し
て
の
生
命
線
で
あ
っ
た
繊
維
は
ア
メ

リ
カ
の
繊
維
輸
入
制
限
な
ど
で
苦
境
に

立
た
さ
れ
て
い
た
。
一
九
七
七
（
昭
和

五
二
）
年
、
同
社
は
鉄
鋼
部
門
を
中
核

に
置
く
安
宅
産
業
株
式
会
社
を
合
併
し
、

繊
維
貿
易
中
心
か
ら
の
脱
却
を
は
か
り
、

名
実
と
も
に
総
合
商
社
と
し
て
世
界
に

歩
み
だ
し
た
矢
先
で
も
あ
っ
た
。

　

東
京
本
社
の
移
転
地
は
数
々
の
候
補

が
挙
げ
ら
れ
、
売
り
込
み
も
多
数
あ
っ

た
。
設
計
は
、
日
本
の
大
手
組
織
設
計

事
務
所
・
日
建
設
計
が
担
当
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

伊
藤
忠
商
事
は
、
日
建
設
計
の
協
力

の
も
と
に
新
本
社
候
補
地
の
検
討
を
行

っ
た
結
果
、
既
存
の
ハ
ザ
マ
ビ
ル
を
含

め
た
一
万
九
、五
〇
〇
平
方
㍍
の
土
地

を
ひ
と
つ
の
街
区
と
す
る
民
間
に
よ
る

市
街
地
再
開
発
事
業
に
よ
っ
て
整
備
さ

れ
た
土
地
に
新
東
京
本
社
を
建
て
る
こ

社
会
的
変
動
の
時
代
に

つ
く
ら
れ
た
本
社
ビ
ル

伊
藤
忠
商
事
東
京
本
社
ビ
ル
前
編

建
築
主
よ
り

　

一
九
七
〇
年
に
計
画
が
始
ま
り
、
戸

崎
誠
喜
社
長（
当
時
）が
一
九
七
七
年
に

最
終
方
針
を
決
定
、
そ
の
後
一
九
七
八

年
に
着
工
し
三
二
ヵ
月
の
工
期
を
経
て

一
九
八
〇
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
幾
多

の
困
難
の
中
を
乗
り
切
っ
た
一
〇
年
に

わ
た
る
こ
の
歴
史
的
事
業
は
今
で
も
語

り
草
で
す
。

　
「
ラ
ー
メ
ン
か
ら
飛
行
機
ま
で
」と
言

わ
れ
た
総
合
商
社
に
と
っ
て
一
九
七
〇

年
代
は
「
冬
の
時
代
」
で
す
。
業
界
的

な
不
祥
事
や
経
済
的
打
撃
な
ど
も
あ
り
、

社
員
全
員
で
意
識
改
革
を
し
な
け
れ
ば

歴
史
の
潮
流
に
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う

と
い
う
危
機
感
が
あ
っ
た
の
で
す
。

「
本
社
ビ
ル
に
お
金
を
か
け
る
な
ん
て

と
ん
で
も
な
い
」
と
い
っ
た
意
見
も
あ

る
中
、
実
現
に
こ
ぎ
つ
け
る
の
で
す
が
、

そ
れ
ま
で
の
諸
先
輩
や
歴
代
経
営
陣
の

努
力
は
筆
舌
尽
く
し
が
た
い
も
の
だ
っ

た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
一
方
で
、
近
江
商
人
で
あ
っ

た
初
代
伊
藤
忠
兵
衛
の
経
営
哲
学
を
確

実
に
引
き
継
ぐ
商
社
と
し
て
、「
三
方

よ
し
の
精
神
」（
売
り
手
よ
し
、
買
い
手

よ
し
、
世
間
よ
し
）
が
反
映
さ
れ
た
一

大
決
心
だ
っ
た
と
も
い
え
ま
す
。
特
に

時
代
に
先
駆
け
て
環
境
に
配
慮
し
た
設

備
を
導
入
し
た
点
は
「
世
間
よ
し
」
を

表
す
よ
い
例
で
す
。
初
代
か
ら
受
け
継

が
れ
て
い
る
「
長
期
的
経
営
視
点
を
持

つ
」
と
い
う
近
江
商
人
の
経
営
思
想
が

随
所
に
う
か
が
え
、
伊
藤
忠
ら
し
い
な

と
感
じ
ま
す
。

随
所
に
残
る

伊
藤
忠
ら
し
さ

N
aoto Yabuki

伊
藤
忠
商
事
株
式
会
社 

人
事・総
務
部

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
長

矢
吹
直
人

自然石を用いた外壁は重厚感がありながら、
どこか親しみを感じさせる印象を持つ。
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設
計
者
よ
り

縦のつながりを実現した光庭の最上部に位置し、自然の光を
最大限に採り入れ、西日や夏の日差しを遮光する立体トラス。

外壁のマホガニー・レッドはジェットバーナー仕上げと
本磨き仕上げによって、より品格を感じさせる。

 BCS賞受賞作品探訪記

　

当
時
は
入
社
し
て
六
年
目
、
主
管
に

な
っ
て
最
初
の
仕
事
で
し
た
。
そ
れ
ま

で
も
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
本
社
ビ
ル
、
博
多
都

ホ
テ
ル
、
住
友
３
Ｍ
本
社
ビ
ル
の
設
計

を
担
当
し
、
伊
藤
忠
商
事
東
京
本
社
の

移
転
計
画
に
は
土
地
探
し
の
段
階
か
ら

関
わ
り
ま
し
た
。

　

昨
今
で
は
当
然
の
環
境
配
慮
も
、

「
大
気
汚
染
」
と
「
ビ
ル
風
」
ぐ
ら
い
し

か
問
題
視
さ
れ
な
か
っ
た
当
時
、
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
直
後
の
こ
と
も
あ
っ
て
、

環
境
問
題
は
も
と
よ
り
、
省
資
源
化
が

設
計
の
大
前
提
に
な
り
ま
し
た
。
同
時

に
、
世
界
企
業
の
本
社
と
し
て
不
測
の

事
態
に
耐
え
ら
れ
る
ビ
ル
を
つ
く
る
こ

と
も
課
題
で
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情

の
変
動
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
、
電
気
、

ガ
ス
、
灯
油
を
併
用
す
る
複
合
熱
源
方

式
の
採
用
、
電
力
消
費
の
大
き
い
夏
期

の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
の
た
め
の
非
常
時
用

自
家
発
電
機
の
常
用
運
転
、
ま
た
、
豊

富
な
自
然
光
を
考
慮
し
た
き
め
細
か
い

照
明
点
滅
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
設
定
な
ど
で

す
。
加
え
て
、
処
理
排
水
の
中
水
利
用

や
貯
留
雨
水
の
中
水
補
給
水
と
し
て
の

利
用
な
ど
、
当
時
と
し
て
は
省
資
源
化

を
徹
底
し
た
先
進
的
な
建
物
で
し
た
。

　

ま
た
、
玄
関
ホ
ー
ル
に
入
る
と
受
付

周
り
の
予
想
以
上
の
明
る
さ
、
そ
し
て
、

視
線
を
上
げ
る
と
ガ
ラ
ス
屋
根
を
透
か

し
て
広
が
る
万
華
鏡
の
よ
う
な
空
間
に

驚
か
れ
る
と
思
い
ま
す
。こ
れ
は
、光
庭

の
最
上
部
に
設
け
ら
れ
た
日
射
調
整
ト

ラ
ス（
二
九
㍍
×
十
七
㍍
）が
、
光
庭
を

囲
む
ガ
ラ
ス
に
映
り
込
む
効
果
に
よ
る

も
の
で
す
。こ
の
ト
ラ
ス
は
、ス
テ
ン
レ

ス
パ
イ
プ
の
立
体
ト
ラ
ス
に
六
㍉
径
の

穴
を
無
数
に
開
け
た
ア
ル
ミ
板
約
三
〇�

〇
枚
を
六
〇
度
の
傾
き
で
取
り
付
け
た

も
の
で
、
光
庭
周
囲
の
ガ
ラ
ス
面
へ
の

日
射
に
よ
る
熱
負
荷
を
軽
減
す
る
と
と

も
に
、
太
陽
光
を
拡
散
し
柔
ら
か
な
光

に
調
節
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

K
unihiro M

isu

株
式
会
社
日
建
設
計 

顧
問

（
当
時 

統
括
責
任
者
）

三
栖
邦
博

光
庭
へ
の

自
然
光
の
取
り
入
れ

　

三
栖
氏
を
は
じ
め
と
す
る
設
計
チ
ー

ム
で
は
、
ワ
ン
フ
ロ
ア
の
面
積
が
三
、

〇
〇
〇
平
方
㍍
を
超
え
る
本
社
ビ
ル
が

少
な
か
っ
た
時
代
に
、
三
、五
〇
〇
平

方
㍍
と
い
う
基
準
階
床
面
積
を
確
保
し
、

サ
ー
ビ
ス
コ
ア
を
東
西
の
端
に
設
け
、

横
の
つ
な
が
り
を
作
り
出
し
た
。
さ
ら

に
、
床
で
区
切
ら
れ
た
各
階
の
オ
フ
ィ

ス
フ
ロ
ア
を
吹
き
抜
け
の
光

ひ
か
り

庭に
わ

に
よ
っ

て
縦
方
向
に
つ
な
ぎ
、
す
べ
て
の
階
を

見
渡
せ
、
一
体
感
を
生
み
出
す
、
当
時

の
本
社
ビ
ル
と
し
て
は
画
期
的
な
も
の

を
提
案
し
た
。

　

三
栖
氏
の
チ
ー
ム
に
と
っ
て
、
こ
の

光
庭
へ
の
思
い
入
れ
が
深
い
理
由
が
も

か
せ
な
か
っ
た
。

　

外
装
仕
上
げ
に
は
計
画
段
階
か
ら
議

論
が
重
ね
ら
れ
、
金
属
の
カ
ー
テ
ン
ウ

ォ
ー
ル
や
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
塗
装
な
ど
様
々
な
案
が
で
た
。
し

か
し
、「
一
〇
〇
年
の
計
」
と
い
う
こ
と

で
、
自
然
石
で
外
装
を
仕
上
げ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
石
材
の
選
定
に
あ
た
り
、

三
栖
氏
の
チ
ー
ム
は
三
種
類
の
モ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
つ
く
り
、
建
築
主
に
提
案
を

行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
最
終
的
に
ア
メ

リ
カ
・
中
西
部
サ
ウ
ス
ダ
コ
タ
州
の

「
マ
ホ
ガ
ニ
ー
・
レ
ッ
ド
」
が
選
定
さ
れ

た
。
こ
の
石
材
は
、
加
工
を
重
ね
る
こ

と
に
よ
り
、
色
の
濃
さ
と
深
み
が
一
層

増
す
も
の
あ
り
、
戸
崎
社
長
の
想
い
描

い
て
い
た
会
社
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
ね
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

し
か
し
、
課
題
は
二
、一
五
〇
立
方

㍍
と
い
う
大
量
の
石
材
の
調
達
だ
っ
た
。

採
石
地
は
露
天
掘
り
で
場
所
や
深
さ
に

よ
っ
て
色
目
に
ム
ラ
が
あ
り
、
現
地
か

ら
送
ら
れ
て
く
る
石
に
は
使
用
で
き
な

い
も
の
も
多
く
見
ら
れ
、
期
待
し
た
仕

上
が
り
も
工
程
の
維
持
も
危
ぶ
ま
れ
た
。

こ
れ
に
加
え
、
採
石
地
を
襲
っ
た
こ
の

年
の
寒
波
は
歴
史
に
残
る
も
の
で
あ
り
、

気
候
が
影
響
し
た
調
達
の
遅
れ
に
施
工

者
も
苦
労
が
絶
え
な
か
っ
た
。
そ
ん
な

苦
労
を
目
の
当
た
り
に
し
た
伊
藤
忠
商

事
は
社
員
を
採
石
現
場
に
派
遣
す
る
こ

と
を
決
め
た
。

　
「
さ
す
が
商
社
だ
」―
日
建
設
計
と

間
組
は
こ
の
決
断
に
感
激
し
た
。
極
寒

の
採
石
地
に
五
〇
日
間
も
滞
在
し
、
作

業
員
の
確
保
、
労
務
管
理
、
出
荷
量
確

保
、
品
質
管
理
等
の
現
場
管
理
を
行
っ

た
建
設
準
備
室
の
社
員
の
苦
労
は
並
々

で
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
苦
労
の

共
有
が
建
築
主
・
設
計
者
・
施
工
者
の

つ
な
が
り
を
よ
り
盤
石
な
も
の
に
し
た

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

う
一
つ
あ
っ
た
。
こ
の
建
物
の
計
画
か

ら
施
工
ま
で
の
一
九
七
〇
年
代
は
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
と
そ
れ
に
つ
づ
く
狂
乱
物

価
、
連
続
企
業
爆
破
事
件
な
ど
日
本
経

済
を
震
撼
さ
せ
る
事
件
が
相
次
い
だ
。

多
く
の
建
物
で
照
明
が
消
さ
れ
手
探
り

で
歩
く
よ
う
な
状
況
を
目
に
し
た
三
栖

氏
は
、
人
工
照
明
や
空
調
が
な
く
て
も

必
要
最
小
限
の
執
務
に
支
障
を
き
た
さ

な
い
程
度
に
自
然
採
光
や
自
然
通
風
を

確
保
す
る
こ
と
は
、
世
界
中
で
ビ
ジ
ネ

ス
を
展
開
す
る
商
社
の
本
社
ビ
ル
に
必

須
の
要
件
で
あ
る
、
と
の
思
い
を
強
く

し
た
。
光
庭
に
降
り
注
ぐ
〝
光
〞
は
社

会
的
不
透
明
さ
を
感
じ
る
時
代
に
は
欠

と
を
決
め
た
。
間
組
は
、
施
工
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
、
土
地
の
開
発
と
と

も
に
、
外
苑
前
の
ハ
ザ
マ
ビ
ル
に
本
社

を
移
転
し
、
付
近
の
青
山
通
り
沿
い
に

並
ぶ
中
小
の
個
人
店
舗
と
そ
の
背
後
の

個
人
住
宅
や
共
同
住
宅
地
の
整
理
統
合

を
進
め
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
日

建
設
計
の
当
時
設
計
主
管
で
あ
っ
た
三

栖
邦
博
氏
の
チ
ー
ム
は
必
要
な
床
面
積

の
確
保
と
ビ
ル
の
高
層
化
を
実
現
す
る

た
め
に
総
合
設
計
制
度※

の
適
用
を
受
け

る
こ
と
と
し
た
。

　

し
か
し
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）

年
に
制
度
化
さ
れ
た
総
合
設
計
制
度
は

当
時
、
ま
だ
本
格
的
な
運
用
に
至
っ
て

い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
計
画
建
物
に
よ

っ
て
生
ず
る
ビ
ル
風
の
予
測
と
防
風
対

策
の
効
果
を
確
認
す
る
風
洞
実
験
を
は

じ
め
認
可
を
得
る
た
め
の
数
々
の
検
討

が
重
ね
ら
れ
た
。
ビ
ル
風
と
日
影
へ
の

考
慮
か
ら
生
ま
れ
た
雁
行
配
置
の
平
面

形
、
建
物
内
に
車
回
し
を
取
り
込
ん
だ

青
山
通
り
の
交
通
渋
滞
対
策
、
公
共
の

下
水
施
設
へ
の
負
荷
を
少
な
く
す
る
中

水
施
設
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
そ
し

て
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
、
晴

れ
て
総
合
設
計
制
度
の
認
可
を
得
た
。

こ
の
制
度
に
よ
っ
て
、
敷
地
面
積
の
約

三
分
の
一
を
公
開
空
地
と
し
て
一
般
に

開
放
す
る
こ
と
で
、
通
常
は
約
六
〇
㍍

の
高
さ
制
限
の
と
こ
ろ
、
九
〇
㍍
を
超

え
る
高
さ
の
建
物
が
可
能
に
な
り
、
ま

た
、
中
水
施
設
や
災
害
時
非
常
用
の
備

蓄
倉
庫
な
ど
公
益
施
設
に
見
合
う
容
積

の
割
り
増
し
を
受
け
た
こ
と
に
な
る
。

青
山
通
り
か
ら
神
宮
外
苑
に
通
じ
る
東

側
の
広
場
は
「
Ｃ
Ｉ
プ
ラ
ザ
」
と
命
名

さ
れ
、
店
舗
棟
と
大
き
な
サ
ン
ク
ン
ガ

ー
デ
ン
が
設
け
ら
れ
た
。
住
宅
や
商
店

の
協
力
を
得
て
開
発
が
行
わ
れ
た
こ
の

土
地
に
お
い
て
は
、
公
開
空
地
の
存
在

は
街
づ
く
り
に
果
た
す
役
割
が
大
き
か

っ
た
と
い
え
る
。

　

最
終
方
針
を
決
定
す
る
際
、
戸
崎
社

長
は
①
機
能
性
と
経
済
性
を
考
慮
す
る

こ
と 

②
商
社
に
と
っ
て
ふ
さ
わ
し
い

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ビ
ル
を
つ
く
る
こ

と
③
重
厚
な
な
か
に
も
近
代
的
な
品
格

と
親
し
み
や
す
い
建
物
―
と
の
条
件

を
出
し
た
。

極
寒
の
中
の
大
量
石
材
調
達

縦
横
の
つ
な
が
り
が
あ
る“
ま
ち
”

総
合
設
計
制
度
を

取
り
入
れ
た
計
画

※�一定の公開空地や公共負担を軽減する施設を設けることなどにより、
　容積率の割り増しと高さ制限の緩和を得て、設計することが可能となる制度。
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 BCS賞受賞作品探訪記

所�在�地：東京都港区北青山2－5－1
建�築�主：青山地所株式会社
設�計�者：株式会社日建設計
施�工�者：株式会社間組
竣　　工：昭和55年10月
敷地面積：19,480㎡
建築面積：7,550㎡
延床面積：112,860㎡
階　　数：�地下4階、地上22階、塔屋1階
構　　造：�鉄骨造、鉄骨鉄筋コンクリート造、
　　　　　鉄筋コンクリート造

工事概要

伊藤忠商事東京本社ビル

千駄ヶ谷
小学校

代々木体育館

国立競技場
絵画館

青山
通り

明
治
通
り

外
苑
西
通
り

外
苑
東
通
り

都
営
地
下
鉄
大
江
戸
線

東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線

東京
メト
ロ銀
座線
・半
蔵門
線

ベルコモンズ

明治記念館

神宮球場

秩父宮ラグビー場
伊藤忠商事
東京本社ビル★

競技場

外苑
前

首都高速4号新宿線

青山
一丁
目

246

東京メトロ銀座線「外苑前」駅より
徒歩1分
東京メトロ銀座線・半蔵門線／
都営地下鉄大江戸線「青山一丁目」駅
より徒歩5分

ハザマビル

断面図

1階平面図

地下1階平面図

低層部基準階平面図

機械室

事務室

事務室

光庭

機械室

高層部基準階平面図

事務室

玄関ホール

光庭

事務室

光庭

機械室

機械室

玄関ホール

玄関ホール

ロビー

玄関

サンクンガーデン


